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	リアルタイムPCR装置を新発売


タカラバイオ株式会社(社長：加藤郁之進)は、バイオテクノロジーの根幹技術であるDNA増幅技術のPCR法において、DNA増幅産物をリアルタイム（実時間）で検出し、迅速に定量解析することが可能なリアルタイムPCR装置「Thermal Cycler DiceTM Real Time System」の自社開発に成功しました。この新しいリアルタイムPCR装置を、本年４月３日より発売します。希望小売価格は、１台3,780,000円（税込）で、初年度の販売目標は100台です。また将来、海外市場にも進出予定です。 

当社は、現在米国Cepheid社製　リアルタイムPCR装置「Smart Cycler® System」の輸入、販売を行っておりますが、今回、自社開発による高性能かつコストパフォーマンスの高い「Thermal Cycler DiceTM Real Time System」を投入することによって、リアルタイムPCR装置分野でのシェア拡大を目指します。また、従来から行っているリアルタイムPCR関連の受託サービスや専用試薬の販売との相乗効果により、リアルタイムPCR分野においてより充実したトータルサポートの提供が可能となります。

新しいThermal Cycler DiceTM Real Time Systemの特徴は、以下のとおりです。 

１）高精度なハードウエアおよび信頼性の高い解析手法で実現した高い正確性、再現性

２）多機能でありながら直感的な操作が可能な使いやすいソフトウエア

３）独自に開発した光学システム採用により場所をとらないコンパクトな本体設計

４）様々なニーズに対応した定量解析機能を搭載

＜製品概要＞
製　品　名：
Thermal Cycler DiceTM Real Time System
製品コード：
TP800
寸　　法：
290（W）×517（D）×397（H）mm
蛍光励起光源：
ハロゲンランプ

蛍光励起波長：
1種

蛍光検出波長：
2種

蛍光検出法：
CCDカメラ

温度制御機構：
ペルチェ素子

温度制御範囲：
4.0～99.9℃（0.1℃単位）

サンプルブロック：
96穴ブロックタイプ

定格電源電圧：
AC100～240V、50/60Hz、630W
製品に関する問合せ先：
077-543-7231（営業部）
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当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、３月２３日に京都経済記者クラブに配布しています。
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タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
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＜参考資料＞

【Cepheid社の概要】

会社名：
Cepheid Inc.
所在地：
904 Caribbean Drive, Sunnyvale, California, U.S.A.
代表者：
John L. Bishop (Chief Executive Officer)
設立時期：
1996年
従業員数：
212人（2004年12月31日現在）
事業概要：
遺伝子検査システムの開発・製造・販売
【語句説明】
PCR法
Polymerase Chain Reaction 法（ポリメラーゼ連鎖反応法）の略称です。温度サイクル装置（サーマルサイクラー）を使用し、微量のDNAを数時間のうちに数百万倍にまで増幅する技術です。
リアルタイムPCR法
従来のPCR法は、サーマルサイクラーという機器で目的DNAを増幅した後、増幅産物を電気泳動で解析するという手順で行なわれています。リアルタイムPCR法では、サーマルサイクラーと分光蛍光光度計を一体化した機器を用いて、PCRでのDNA増幅産物の生成過程をリアルタイム（実時間）で検出し、解析できます。DNA増幅産物の生成の過程を連続して観察できるため、より正確な定量が可能となります。また電気泳動を行なう必要がないため、解析時間の大幅な短縮が可能となります。
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